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Vol.1

皆さん、こんにちは。

NTTデータの山本でございます。

本日は、「データ利活用と金融ビジネス」と題しまし

て、デジタルテクノロジーの最新動向を 2回に分け

てお伝えする第 1回目でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

Slide 2　自己紹介

まず自己紹介です。

金財さんの金融システム研究会につきましては、こ

こ数年、毎年のようにお話をさせていただいておりま

して、過去には RPA や量子コンピュータといったお

話をさせていただいております。

本日は、一つのデジタルテクノロジーにフォーカス

を当てるのではなくて、いろいろな種類のものを取り

上げさせていただこうと思っております。
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Slide 3　アジェンダ

アジェンダにつきましては、こういったもので、今

日は Vol.1ということで、2回に分けて行う第 1回目

でございます。

全体のデジタルテクノロジーのトレンドとともに、

個別のテーマとしては、ブロックチェーン、クラウド

／データレイク、データマネジメントといったあたりを

取り上げたいと思います。

第 2回目については、その引き続きということで、

データ、AI、量子コンピュータ、デザイン思考、アー

ト思考といったテーマを取り上げる予定でございます。

はじめに

では、早速、本題に入ってまいりたいと思います。

まず、「はじめに」というところで、デジタルの総論

をお話しさせていただきます。
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  Slide 5　デジタル化の STEP

このスライドは私が社外で話すときによく使わせて

いただいていますけれども、ここ最近、コロナの影

響もあり、デジタル活動そのものは「変革から定着の

フェーズに向かいつつある」という認識です。「向か

いつつある」というところが一つポイントで、完全に

定着というところではなく、まだまだこれからというと

ころも大きな課題であると思っています。

Slide 6　デジタル化による顧客との関係構築の形

の変化

デジタル化が進んでいく中での顧客との関係構築

ですが、特に昨今のコロナの中においては大きな変

化が出てきています。皆様も営業をされている方であ

ればよくご認識のことだと思います。既存のお客様に

対しては、デジタル化、リモート化への対応を余儀な

くされているという部分もありますけれども、実際、リ

モート移行をしても意外と実害がないというところで

ございます。私も実際お客様とお話をしていますが、

これまで顔見知りのお客様であると、特に何か不便が

あったということは決してないのかなというふうに思っ

ています。

一方で、新規の顧客開拓という観点で言いますと、

従来の対面営業で行っていたスキルとはちょっと違う

面が求められてきて、対面になるとなかなか売りづら

いというような話になってくると非常に難しい局面を

迎えているのではないかと思っております。


